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福島県農業総合センター　企画経営部経営農作業科

いずれの算出プログラムも、「データシート」から財務情報を呼び出すことで、事業計画を容易に計算し、確
認出来るため、経営の意思決定の迅速化につながる。

財務管理の基本的な知識（農業経営改善支援の手引き等）を習得したうえで使用する。

既存の支援システム等は、短期的な計画や財務分析全般を主な対象としており、長期的な計画に関する
内容は限定的であるため、既存支援ツールに無い長期的視点を補完する（図1の網掛部）支援ツールを開
発することにした。

現地の財務情報は、経営者の優越的な情報や、見積りの誤差、会計上の選択により生ずる歪みがあるの
で、それらを修正したものを利用する。

初期値のデータは、必要に応じて修正する。

適用範囲

長期的な事業計画と評価のための法人支援ツール

要旨

　農業法人等に対する長期的な事業計画や評価のため、「投資判断、資金計画、業績評価」を一連のフレーム
ワークとした支援ツールを開発した。この支援ツールは、登録された財務情報を活用することで、利用者が多
角的な経営を目指す法人等の将来計画や評価を容易に概観することを可能にした。

部門名　農業経営－農業経営
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新技術の解説

農業法人、地域で法人化を目指す組織および個人

普及上の留意点

農業法人等の多角的な経営展開を支援するため、財務情報と連携させた「投資判断、資金計画、業績評
価」を一連のフレームワークとした。

「データ管理プログラム」、「投資判断プログラム」、「資金計画プログラム」、「業績評価プログラム」の4つの
プログラムと、共通使用の「データシート」で構成される。

「データ管理プログラム」は、財務情報をテーブルの形式でシートに保存、管理する設計とした。初期値とし
て、福島県農業経営計画策定指標の損益情報と減価償却資産を用意している。
「投資判断プログラム」は、正味現在価値法による設備投資の意思決定モデルを採用した。
「資金計画プログラム」は、内部資本調達計画と長期資金計画を連動させた算出方法を採用した。
「業績評価プログラム」は、損益の情報を構成比率分析により事業評価する方法を採用した。

期待される効果
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具体的データ等

6-2-165　農業法人の経営管理手法と地域連携方策の構築

図１　各種支援システムの分類
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データ選択・入力 処理内容と出力 得られる情報

事業計画の具体化 事業計画の投資効果を算出

　新規事業の損益情報選択（デー
タから呼び出し）

　正味現在価値法による投資判断
モデルにより算出

　投資資産の情報選択（データか
ら呼び出し）

資金調達方法の具体化 資金調達計画を算出
　損益情報の選択（データから呼
び出し）

　損益情報と投資計画から、内部
留保や長期資金計画を算出

　投資計画の選択（投資判断プロ
グラムからデータ取得）

　※データからの呼び出しも可

指標の選択と業績の入力 新規事業等の業績を評価
　指標とする損益情報の選択
（データから呼び出し）

指標と実績の構成比率分析比較に
より業績を評価

　評価する事業実績の入力

　※いずれの場合も、呼び出した情報の修正や、直接入力が可能
　※いずれのプログラムも単独で活用することが可能
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図3　法人支援ツールの処理手順
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図2　支援ツールの枠組み
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